
名
物
「
島
津
正
宗
」
に
つ
い
て

末　

兼　

俊　

彦

は
じ
め
に

　

平
成
二
十
五
年
度
に
大
阪
の
実
業
家
・
奥
田
米
佛
門
氏
よ
り
、
京
都
国
立
博

物
館
へ
大
磨
上
無
銘
の
刀
が
寄
贈
さ
れ
た（

（
（

。
こ
の
刀
に
は
『
享
保
名
物
帳
』
所

載
の
名
物
刀
剣
「
島
津
正
宗
」
で
あ
る
と
の
伝
承
が
伴
っ
て
い
た
た
め
、
寄
贈

の
申
し
出
直
後
か
ら
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
当
該
の
刀
を
所
伝
の
と
お
り

名
物
「
島
津
正
宗
」
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
本
論
で
は
こ
の
調
査
を
も
と
に

幕
末
以
降
長
ら
く
そ
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
名
物
「
島
津
正
宗
」
の
実
態
に

つ
い
て
論
じ
た
い
。
な
お
、
奥
田
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
刀
の
京
都
国
立
博
物
館

に
お
け
る
台
帳
番
号
は
「
Ｅ
甲
3
4
4
」、
台
帳
名
称
は
「
刀　

無
銘
（
名
物

島
津
正
宗
）」で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
刀
を
以
降「
Ｅ
甲
3
4
4
」と
表
記
し
、

考
察
を
進
め
る
（
図
3
）。

一
、
Ｅ
甲
3
4
4
の
概
要

　

Ｅ
甲
3
4
4
の
法
量
は
、
現
状
で
全
長
八
七
・
二
㎝
、
刃
長
六
八
・
七
㎝
、

茎
長
一
八
・
六
㎝
、
鋒
長
四
・
〇
㎝
、
元
幅
三
・
一
㎝
、
先
幅
二
・
三
㎝
、
元

重
〇
・
五
七
㎝
、
元
鎬
重
〇
・
七
〇
㎝
、
先
重
〇
・
四
五
㎝
、
刀
身
反
一
・
四

㎝
、
茎
反
〇
・
二
㎝
強
、
区
直
下
の
茎
幅
二
・
八
八
㎝
で
あ
る
。
構
造
は
鎬
造
、

三
つ
棟
、
や
や
延
び
た
中
鋒
に
適
度
な
反
り
が
つ
い
た
姿
形
で
、
身
幅
が
広
く
、

平
肉
少
な
く
、
重
は
薄
い
な
ど
、
一
見
し
て
十
四
世
紀
前
半
の
太
刀
を
磨
上
げ

た
体
配
を
し
て
い
る
。
刀
身
表
裏
の
鎬
地
に
棟
側
に
だ
け
縁
の
残
っ
た
片
チ
リ

の
棒
樋
を
茎
ま
で
掻
き
通
す
。
こ
の
樋
の
樋
先
は
下
が
り
気
味
で
、
差
表
は
茎

尻
ま
で
、
差
裏
は
茎
の
三
分
の
二
ま
で
達
す
る
。
大
磨
上
の
茎
に
は
勝
手
下
り

の
鑢
目
が
部
分
的
に
残
り
、
四
個
の
目
釘
孔
が
穿
た
れ
、
そ
の
内
上
か
ら
一
番

目
と
三
番
目
の
計
二
個
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
茎
の
刃
側
を
茎
尻
に
向

か
っ
て
尻
す
ぼ
み
に
そ
ぎ
落
と
し
、
棟
側
を
角
棟
に
し
て
、
茎
尻
は
小
振
り
の

剣
形
と
し
て
い
る
。
正
宗
の
生
ぶ
茎
は
、
茎
尻
の
形
状
が
剣
形
と
な
る
場
合
、

入
山
風
に
鎬
の
稜
線
が
棟
寄
り
に
な
る
特
徴
が
あ
り
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の

重
要
文
化
財
「
刀　

無
銘
正
宗
（
名
物
石
田
正
宗
）」
の
よ
う
に
そ
の
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
磨
上
げ
を
行
っ
た
作
例
も
存
在
す
る
。
一
方
で
「
小
太
刀　

朱

銘
正
宗
／
本
阿
（
花
押
）」
に
見
ら
れ
る
尻
す
ぼ
み
の
茎
に
小
さ
な
栗
尻
風
剣

形
と
す
る
も
の
も
あ
り
、
Ｅ
甲
3
4
4
は
後
者
に
属
す
る
。

　

地
鉄
は
う
ね
る
波
を
思
わ
せ
る
振
幅
の
大
き
い
大
模
様
の
板
目
肌
。
時
代
の

下
が
る
相
州
鍛
治
の
作
に
見
ら
れ
る
太
く
く
っ
き
り
と
し
た
地
景
と
は
一
線
を
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画
す
繊
細
な
地
景
と
、
匂
の
上
に
振
り
撒
か
れ
た
微
細
な
錵
が
冴
え
わ
た
り
、

濃
密
な
変
化
を
見
せ
る
。
作
為
な
く
、
品
格
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
作
行

は
古
来
淡
雪
に
例
え
ら
れ
た
正
宗
特
有
の
錵
の
妙
味
で
あ
る
。

　

正
宗
の
刃
文
は
千
差
万
別
で
、
元
側
は
お
と
な
し
く
先
端
で
暴
れ
る
も
の

や
、
そ
の
逆
に
先
端
は
控
え
め
で
中
程
か
ら
元
側
に
か
け
て
乱
れ
る
も
の
、
さ

ら
に
は
名
物
「
大
垣
正
宗
」
の
よ
う
な
細
直
刃
調
の
も
の
ま
で
存
在
す
る
。
本

品
の
刃
文
は
、
匂
口
深
く
、
元
側
は
お
と
な
し
く
先
に
進
む
に
つ
れ
激
し
さ
を

増
す
構
成
で
、
正
宗
様
式
の
一
典
型
で
あ
る
。
刃
区
直
近
か
ら
始
ま
り
、
の
た

れ
・
互
の
目
を
交
え
て
鋒
に
向
か
っ
て
徐
々
に
加
速
し
な
が
ら
乱
れ
、
鋩
子
は

乱
れ
込
ん
で
地
蔵
風
と
な
り
、
尖
り
ご
こ
ろ
に
突
き
上
げ
て
返
る
。
磨
上
げ
の

関
係
上
、
一
見
直
刃
調
の
焼
出
し
に
見
え
る
が
、
小
互
の
目
や
短
い
足
が
入
る

な
ど
刃
中
の
働
き
は
豊
富
で
、
こ
の
部
分
の
刃
文
が
本
来
は
こ
こ
か
ら
先
の
乱

れ
を
生
み
出
す
た
め
の
助
走
区
間
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
Ｅ
甲
3
4
4
の
造
込
・
地
鉄
・
刃
文
に
見
ら
れ
る
特
徴
は
十
四
世

紀
前
半
の
時
代
性
と
正
宗
様
式
を
十
二
分
に
具
備
し
て
お
り
、
本
品
を
正
宗
の

作
と
す
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
の
問
題
も
無
い
。

二
、
Ｅ
甲
3
4
4
の
近
代
以
降
の
伝
来

　

Ｅ
甲
3
4
4
を
奥
田
氏
が
入
手
し
た
経
緯
は
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六

九
）
に
近
衛
某
氏
よ
り
購
入
し
た
こ
と
に
よ
る
。
Ｅ
甲
3
4
4
は
昭
和
三
十

九
年
（
一
九
六
四
）
の
本
阿
彌
日
洲
氏
の
鞘
書（

（
（

（
挿
図
1
）
を
伴
っ
て
い
る
が
、

銃
砲
刀
剣
類
登
録
は
こ
の
売
渡
に
際
し
て
近
衛
氏
の
手
に
よ
り
昭
和
四
十
四
年

に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
近
衛
氏
は
近
衛
家
の
傍
系
で
あ
り
、
近
衛
本

家
や
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
（
以
降
陽
明
文
庫
）
と
は
関
係
が
な
く
、
Ｅ

甲
3
4
4
が
近
衛
本
家
や
陽
明
文
庫
に
伝
わ
っ
た
事
実
も
確
認
で
き
な
い
た

め
、
近
衛
氏
入
手
以
前
の
Ｅ
甲
3
4
4
の
伝
来
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
。
奥
田
氏
は
こ
の
売
渡
に
あ
た
っ
て
近
衛
氏
と
「
Ｅ
甲
3
4
4
を
所
持
し

て
い
る
こ
と
と
、
出
所
に
つ
い
て
は
口
外
し
な
い
」
約
定
を
交
わ
し
た
た
め
、

平
成
二
十
五
年
に
京
都
国
立
博
物
館
へ
の
寄
贈
を
申
し
出
る
ま
で
半
世
紀
近
く

に
渡
っ
て
こ
の
約
束
を
守
り
続
け
た
。
よ
っ
て
、
そ
の
間
こ
の
刀
の
存
在
が
公

に
な
る
こ
と
は
な
く
、
少
な
く
と
も
幕
末
か
ら
一
五
〇
年
近
く
所
在
が
不
明
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
売
渡
の
時
期
に
前
後
し
て
、
鞘
書
を
し

た
た
め
た
本
阿
彌
日
洲
氏
と
、
京
都
国
立
博
物
館
の
金
工
担
当（
当
時
）で
あ
っ

た
稲
田
和
彦
氏
が
Ｅ
甲
3
4
4
を
実
見
し
て
い
る
。
ま
た
、『
図
説
刀
剣
名
物

帳（
（
（

』
に
お
い
て
辻
本
直
男
氏
が
Ｅ
甲
3
4
4
の
押
形
を
採
拓
し
、
本
品
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
四
年
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
を

機
に
極
限
ら
れ
た
研
究
者
や
有
識
者
に
の
み
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

三
、『
享
保
名
物
帳
』
に
お
け
る
島
津
正
宗

　
『
享
保
名
物
帳
』
と
は
八
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
（
一
六
八
四
～
一
七
五
一
）

の
命
に
よ
り
、
本
阿
弥
家
十
三
代
当
主
・
本
阿
弥
光
忠
（
生
没
年
不
詳
）
お
よ

び
本
阿
弥
一
族
が
編
纂
し
、
幕
府
に
提
出
し
た
と
さ
れ
る
名
刀
リ
ス
ト
で
あ

る
。
内
容
は
編
纂
時
点
で
現
存
す
る
も
の
、
過
去
に
存
在
し
た
も
の
含
め
て
巷

間
に
名
高
い
刀
剣
約
二
百
五
十
口
を
収
録
し
た
台
帳
で
、
江
戸
時
代
の
武
家
社

会
に
お
い
て
名
刀
の
出
自
や
伝
来
を
い
わ
ば
公
式
に
保
証
し
、
格
付
け
を
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
の
刀
剣
研
究
で
は
同
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
刀
剣
の
み

を
狭
義
の
「
名
物
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
言
う
『
享
保
名
物
帳
』
と
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は
編
纂
時
の
元
号
を
冠
し
た
便
宜
的
な
呼
称
で
あ
り
、
幕
府
に
提
出
し
た
と
さ

れ
る
原
本
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
当
時
の
正
確
な
名
称
は
不
明
で
あ
る
。

　

原
本
こ
そ
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
『
享
保
名
物
帳
』
に
は
複
数
の
写
本
と
転

写
本
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
系
統
が
存
在
す
る
。

一
つ
は
本
阿
弥
家
が
幕
府
に
提
出
し
た
も
の
の
写
し
で
、
リ
ス
ト
の
最
初
が
名

物
「
厚
藤
四
郎
」
で
始
ま
る
。
も
う
一
つ
が
『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
に
あ
た
っ

て
本
阿
弥
家
で
ま
と
め
た
控
帳
を
原
本
に
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
ち
ら
は

リ
ス
ト
の
最
初
が
名
物
「
平
野
藤
四
郎
」
で
始
ま
る
。
性
質
の
違
い
か
ら
両
者

に
は
収
録
作
品
数
や
、
並
び
順
に
差
異
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
先
行
研
究（

（
（

に

な
ら
っ
て
名
物
「
厚
藤
四
郎
」
で
始
ま
る
も
の
を
「
名
物
帳
第
Ⅰ
類
」、
名
物

「
平
野
藤
四
郎
」
で
始
ま
る
も
の
を
「
名
物
帳
第
Ⅱ
類
」
と
す
る
。
ま
た
、「
名

物
帳
第
Ⅱ
類
」
を
底
本
に
「
名
物
帳
第
Ⅰ
類
」
の
内
容
を
取
り
込
ん
だ
グ
ル
ー

プ
を
「
名
物
帳
第
Ⅲ
類
」
と
分
け
た
い
が
、
こ
れ
は
幕
末
に
再
編
集
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
享
保
年
間
に
編
ま
れ
た
も
の
の
写
本
で
は
な
い
た
め
、
本
論
で
は

深
く
触
れ
な
い
。（
以
降
そ
れ
ぞ
れ
を「
Ⅰ
類
」「
Ⅱ
類
」「
Ⅲ
類
」と
呼
称
す
る
）

　

今
回
、
Ｅ
甲
3
4
4
の
調
査
に
あ
た
っ
て
筆
者
が
実
見
し
た
『
享
保
名
物

帳
』
は
二
〇
件
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
島
津
正
宗

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
「
Ⅰ
類
」
と
「
Ⅲ
類
」
で
あ
っ
た
。
芍
薬
亭
本
を
代

表
と
す
る「
Ⅱ
類
」に
は
島
津
正
宗
は
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。「
追
記
の
部
」

も
含
め
て
純
粋
な
作
品
の
収
録
数
で
言
う
と
「
Ⅱ
類
」
の
方
が
「
Ⅰ
類
」
よ
り

多
く
、「
Ⅰ
類
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
で
「
Ⅱ
類
」
に
収
録
さ
れ
て
い
な

い
の
は
島
津
正
宗
た
だ
一
口
で
あ
る
。「
Ⅲ
類
」
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り

で
あ
る
た
め
、
本
論
で
は
「
Ⅰ
類
」
に
記
載
さ
れ
た
島
津
正
宗
の
項
目
を
引
用

す
る
。

①
「
古
刀
名
物
録　

全
」（
犬
養
毅
旧
蔵
本
）（
挿
図
２
）

�

刀
剣
博
物
館
（
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
）
蔵

�

（
以
降
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
）

嶋
津
正
宗　

磨
上
無
銘
二
尺
二
寸
七
分
半
両
樋　

二
百
枚　

松
平
加
賀
守

紀
伊
大
納
言
様
御
隠
居
ノ
時
上
ル
其
後
加
賀
守
江
常
憲
院
様
御
成
之
節

拝
領

②
「
刀
剣
名
物
記
」
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
蔵

嶌
津
正
宗　

御
城

長
サ
二
尺
二
寸
七
分
半
代
金
七
百
枚
ス
リ
上

③
「
刀
劔
名
物
誌　

芹
田
氏
所
蔵
」
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
蔵

嶋
津　

弐
尺
弐
寸（

マ
マ
）分
半　

表
裏
樋　

弐
百
枚
ス
リ
上　

松
平
加
賀
守

紀
伊
大
納
言
様
御
隠
居
之
時
上
ル
其
後
松
平
加
賀
守
殿
宅
へ
常
憲
院
様

御
成
之
時
拝
領

④
「
刀
劔
名
物
帳
」（
安
永
八
年
源
長
俊
本
の
写
し
）

�

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
蔵

一　

嶋
津
正
宗　

磨
上　

長
弐
尺
弐
寸
七
分
半　

代
金
弐
百
枚　

尾
張
殿

紀
伊
大
納
言
殿
隠
居
之
時
上
ル
其
後
松
平
加
賀
守
宅
江
常
憲
院
様
御
成

之
時
拝
領
表
裏
樋
有
之

⑤
「
名
物
帳
」
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
蔵

嶋
津
正
宗　

磨
上　

長
弐
尺
弐
寸
七
分　

代
金
二
百
枚　

松
平
加
賀
守

紀
伊
殿
隠
居
之
時
上
ル
松
平
加
賀
守
宅
江
常
憲
院
様　

御
成
之
時
拝
領
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表
裏
樋
有
之

⑥
「
名
物
集
」
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
蔵

島
津　

磨
上　

二
尺
二
寸
七
分
半
表
裏
樋　

二
百
枚　

松
平
加
賀
守

紀
伊
大
納
言
様
御
隠
居
之
時
上
其
後
松
平
加
賀
守
宅
へ
御
成
之
節
拝
領

⑦
「
本
阿
弥
名
物
道
具
附　

完
」
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
蔵

一　

嶋
津
正
宗　

弐
尺
弐
寸
七
分　

無
銘
五
千
貫　

松
平
加
賀
守

紀
伊
大
納
言
様
御
隠
居
之
時
上
ル
其
後
松
平
加
賀
守
宅
へ
常
憲
院
様
御

成
之
時
拝
領
了

⑧
「
本
阿
弥
家
傳
名
物
牒　

附
焼
失
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
蔵

嶋
津
正
宗　

磨
上　

長
二
尺
弐
寸
七
分
半　

代
金
弐
百
枚　

松
平
加
賀
守

紀
伊
殿
隠
居
之
刻
上
ル
、
其
後
松
平
加
賀
守
宅
江
常
憲
院
様
御
成
之
時

拝
領
表
裏
樋
有
之

⑨
「
名
物
帳　

全
」
国
立
国
会
図
書
館
蔵

島
津
正
宗　

磨
上　

長
二
尺
二
寸
七
ト
半　

代
金
二
百
枚　

右
（
筆
者

注
「
尾
張
殿
」
を
指
す
）

紀
伊
大
納
言
殿
隠
居
ノ
節
上
ル
其
後
松
平
加
賀
守
へ
常
憲
院
様　

御
成

ノ
節
拝
領
表
裏
樋
有
之

⑩
「
古
刀
名
物
帳　

完
」（
安
永
八
年
源
長
俊
本
の
写
し
）

�

国
立
国
会
図
書
館
蔵

一　

嶋
津
正
宗　

磨
上　

長
二
尺
二
寸
七
分
半　

代
金
二
百
枚　

尾
張
殿

紀
伊
大
納
言
殿
御
隠
居
之
時
上
ル
其
後
松
平
加
賀
守
宅
エ
常
憲
院
様
御
成

之
時
拝
領
表
裏
樋
有
之

⑪
「
名
物
鑑　

全
」（
明
治
三
年
）
徳
川
美
術
館
蔵

嶋
津　

貮
尺
貮
寸
七
ト
半　

貮
百
枚
ス
リ
上
表
裏
樋

紀
伊
大
納
言
様
御
隠
居
ノ
時
上
ル
其
後
松
平
加
賀
守
宅
へ
常
憲
院
様
御

成
之
時
拝
領

　

以
上
十
一
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
間
に
は
小
さ
な
差
異
が
い
く
つ
も
あ

る
が
、
名
物
銘
・
法
量
・
刀
身
の
特
徴
・
代
付
・
編
纂
時
の
所
有
者
・
伝
来
と

い
っ
た
点
で
お
お
む
ね
共
通
し
た
情
報
を
押
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

・
名
物
銘　

島
津
正
宗
。
名
物
銘
の
由
緒
に
言
及
な
し（

（
（

。

・
法
量　

刃
渡
り
二
尺
二
寸
七
分
～
七
分
半
（
六
八
・
七
～
六
八
・
九
㎝
）。

・
特
徴　

大
磨
上
で
刀
の
表
と
裏
に
樋
が
彫
っ
て
あ
る
。

・
代
付　

金
二
百
枚
。

・
所
有
者　

�『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
時
は
前
田
家
も
し
く
は
尾
張
徳
川
家
に
伝

来
し
た
。

・
伝
来
1　

�

紀
伊
の
徳
川
光
貞
（
一
六
二
七
～
一
七
〇
五
）
が
隠
居
の
時
に
五

代
将
軍
・
徳
川
綱
吉
（
一
六
四
六
～
一
七
〇
九
）
に
献
上
し
た
。

・
伝
来
2　

�

そ
の
後
綱
吉
が
加
賀
の
前
田
綱
紀
（
一
六
四
三
～
一
七
二
四
）
に

与
え
た
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

法
量
か
ら
見
て
い
く
と
、
前
述
の
と
お
り
Ｅ
甲
3
4
4
の
刃
長
は
六
八
・

七
㎝
で
あ
る
。
尺
貫
法
に
換
算
す
る
と
二
尺
二
寸
七
分
で
『
享
保
名
物
帳
』
に

見
え
る
島
津
正
宗
の
法
量
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
二
尺
二
寸
七
分
半
と
す
る
と
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わ
ず
か
に
足
り
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
調
査
し
た
「
Ⅰ
類
」
の
写
本

中
、
①
「
古
刀
名
物
録　

全
」
に
朱
で
「
今
二
尺
二
寸
七
分
」
と
注
記
が
あ
る

（
挿
図
3
）
た
め
、『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
経
年
に
よ
る
研

減
り
か
計
測
の
誤
差
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
朱
書
き
が
い
つ
頃
な
さ

れ
た
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
五
厘
の
差
は
刃
長
全
体
の
〇
・
二
％
で
あ

り
、
計
測
誤
差
範
囲
と
も
言
え
る
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
と

考
え
る
。
よ
っ
て
、
Ｅ
甲
3
4
4
の
刃
長
を
島
津
正
宗
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
と
言
っ
て
大
過
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
刀
身
に
見
ら
れ
る
特
徴

に
つ
い
て
も
、
Ｅ
甲
3
4
4
は
大
磨
上
で
表
裏
に
棒
樋
が
通
る
点
が
島
津
正

宗
と
一
致
し
て
い
る
。

　
『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
時
の
所
有
者
と
伝
来
情
報
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
内

容
を
『
徳
川
実
紀
』
と
比
較
す
る
と
、
伝
来
1
に
関
係
が
あ
る
の
は
『
常
憲
院

殿
御
実
紀
』
巻
三
十
五
・
元
禄
十
年
四
月
十
一
日
の
項
目（

（
（

で
「
十
一
日
紀
伊
大

納
言
光
貞
卿
の
邸
に
臨
駕
あ
り
。（
中
略
）
獻
物
は
光
貞
卿
よ
り
備
前
長
光
の

太
刀
。島
津
正
宗
の
刀
。光
包
の
指
ぞ
へ
。鞍
馬
一
疋
。金
三
百
枚
。綿
五
百
把
。

紗
綾
百
巻
。繻
珍
三
十
巻
。色
糸
百
片
。時
服
百
。茶
壺（
星
肩
衝
）。印
籠
五
十
。

肴
一
種
。（
後
略
）」
と
あ
る
。
光
貞
の
隠
居
は
翌
年
の
元
禄
十
一
年
で
あ
る
た

め
、
綱
吉
が
光
貞
邸
を
訪
れ
た
理
由
こ
そ
違
う
も
の
の
、
光
貞
か
ら
綱
吉
へ
島

津
正
宗
が
献
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
『
享
保
名
物
帳
』
の
記
述
と
一

致
す
る
。

　

ま
た
、
伝
来
2
に
つ
い
て
は
『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
巻
四
十
五
・
元
禄
十
五

年
四
月
二
十
六
日
の
項
目（

（
（

で
「
廿
六
日
加
賀
守
綱
紀
が
も
と
に
始
て
な
ら
せ
給

ふ
に
よ
り
。
綱
紀
つ
と
め
て
御
迎
に
ま
う
の
ぼ
り
。
奏
者
番
に
謁
し
て
退
く
。

（
中
略
）
け
ふ
の
賜
物
。
綱
紀
に
備
前
國
宗
の
御
太
刀
。
銀
三
千
枚
。
時
服
百
。

繻
珍
百
巻
。
天
鵞
絨
五
十
巻
。
御
盃
の
と
き
。
島
津
正
宗
の
御
刀
。
吉
光
の
御

さ
し
ぞ
へ
。（
後
略
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
綱
吉
か
ら
綱
紀
へ
島
津
正
宗
が
渡

さ
れ
て
い
る
点
で
こ
ち
ら
も
や
は
り
『
享
保
名
物
帳
』
の
記
述
と
一
致
す
る（

（
（

。

　
『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
以
降
の
出
来
事
と
し
て
、『
有
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
十

七
・
享
保
八
年
八
月
二
十
二
日
の
項
目（

（
（

に
「
廿
二
日
致
仕
松
平
肥
前
守
綱
紀
使

し
て
島
津
正
宗
の
刀
を
奉
り
。
長
福
君
に
正
宗
の
刀
。
小
次
郎
君
に
來
國
光
の

さ
し
ぞ
へ
。
小
五
郎
君
に
當
麻
の
さ
し
ぞ
へ
を
奉
る
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

島
津
正
宗
は
再
度
将
軍
家
へ
献
上
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
、
記
載
内
容
に
い
さ
さ
か
の
誤
謬
は
あ
る
が
、
贈
答
の
送
り
手
と
受
け

手
の
関
係
な
ど
は
正
確
で
あ
り
、
概
ね
事
実
関
係
を
反
映
し
て
い
る
と
言
っ
て

問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
経
緯
か
ら
『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
時
の
島

津
正
宗
の
所
有
者
も
前
田
綱
紀
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
察
す
る
。
も
ち

ろ
ん
元
禄
十
五
年
か
ら
享
保
八
年
ま
で
の
間
に
尾
張
徳
川
家
の
当
主
が
島
津
正

宗
を
所
有
し
、
そ
れ
を
『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
終
了
か
ら
享
保
八
年
ま
で
の
間

に
再
度
綱
紀
に
贈
っ
て
い
た
可
能
性
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
可
能
性

に
つ
い
て
踏
み
込
む
に
は
更
な
る
周
辺
資
料
の
調
査
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
写
本
の
他
に
、
近
代
以
降
『
享
保
名
物
帳
』
を
も
と
に
し
た
書
籍
が

多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
詳
注　

刀
劔
名
物
帖　

附
名
物
刀
劔
押

形（
（1
（

』（
以
降
『
詳
注　

刀
劔
名
物
帖
』
と
表
記
す
る
）
と
『
刀
劔
名
物
牒　

全（
（1
（

』

の
二
つ
に
『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
以
降
の
島
津
正
宗
の
来
歴
を
探
る
手
が
か
り

が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
『
詳
注　

刀
劔
名
物
帖
』
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
「
同
（
筆
者
注
前
頁
の
「
松
平
加
賀
守
殿
」
を
受
け
て
い
る
）　

島
津
正
宗　

磨
上
貳
尺
貳
寸
七
分　

代
金
貳
百
枚　

紀
伊
國
殿
御
隠
居
の
時
上
る
松
平
加
賀

守
殿
へ
常
憲
院
様
御
成
の
事
下
さ
る
表
裏
樋
あ
り
。」と
最
初
に『
享
保
名
物
帳
』

の
記
事
を
引
用
し
て
、
次
に
「
島
津
と
云
名
の
由
來
未
だ
知
れ
ず
こ
の
刀
紀
伊
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大
納
言
頼
宣
よ
り
四
代
将
軍
へ
獻
じ
五
代
將
軍
よ
り
前
田
綱
紀
へ
賜
は
り
し

也
。
其
の
ち
前
田
家
よ
り
ま
た
獻
上
せ
し
に
や
文
久
の
頃
孝
明
天
皇
の
皇
妹
和

宮
内
親
王
、
將
軍
家
茂
公
へ
降
嫁
の
勅
許
あ
り
し
と
き
此
島
津
正
宗
を
天
皇
へ

獻
じ
御
太
刀
拵
料
金
千
兩
添
へ
進
へ
ら
せ
た
る
由
な
り
今
も
御
物
の
内
に
あ
る

べ
し
。」
と
解
説
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
前
項
で
述
べ
た
と
お
り
『
享
保

名
物
帳
』
で
語
ら
れ
て
い
る
紀
伊
大
納
言
は
、
徳
川
頼
宣
（
一
六
〇
二
～
一
六

七
一
）で
は
な
く
そ
の
子
の
光
貞
で
あ
る
。
ま
た
、
送
ら
れ
た
先
も
四
代
将
軍
・

徳
川
家
綱
（
一
六
五
一
～
一
六
八
〇
）
で
は
な
く
五
代
将
軍
の
綱
吉
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
高
瀬
氏
は
世
代
を
一
世
代
古
く
見
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く

綱
吉
か
ら
綱
紀
へ
の
下
賜
と
綱
紀
か
ら
再
度
献
上
し
た
く
だ
り
は
『
徳
川
実
紀
』

と
も
一
致
し
て
い
る
。
さ
て
、
問
題
な
の
は
最
後
の
和
宮
降
嫁
に
関
す
る
記
述

で
あ
る
。
幕
末
に
お
け
る
公
武
合
体
、
公
武
周
旋
の
象
徴
的
出
来
事
と
も
い
え

る
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
十
四
代
将
軍
・
徳
川
家
茂
（
一
八
四
六
～
一
八

六
六
）と
孝
明
天
皇
の
皇
妹
・
親
子
内
親
王（
一
八
四
六
～
一
八
七
七
）の
婚
儀
、

い
わ
ゆ
る
和
宮
降
嫁
に
関
連
し
て
島
津
正
宗
に
拵
料
と
し
て
金
千
両
を
添
え
て

献
上
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
幕
府
と
朝
廷
と
の
足
並
み
調
整

は
我
が
国
の
行
く
末
を
決
め
る
最
重
要
事
項
で
あ
っ
た
。
当
然
の
事
な
が
ら
進

物
一
つ
と
っ
て
も
そ
の
選
択
に
は
並
々
な
ら
ぬ
吟
味
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
推

察
さ
れ
る
。
現
に
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
、
幕
府
と
朝
廷
と
の
調
整
役

を
し
て
い
た
尾
張
徳
川
家
・
徳
川
慶
勝
（
一
八
二
四
～
一
八
八
三
）
か
ら
代
替

わ
り
の
献
上
品
と
し
て
、
孝
明
天
皇
（
一
八
三
一
～
一
八
六
七
）
に
名
物
「
一

期
一
振
藤
四
郎
」
と
「
剣　

無
銘
千
手
院
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、
の
ち
に

明
治
天
皇
と
な
る
時
の
親
王
（
一
八
五
二
～
一
九
一
二
）
に
「
刀　

額
銘
久
国
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
「
短
刀　

銘
吉
光
（
名
物
岡
山
藤
四
郎
）」（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）
が
献
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
四
口
は
名
物
刀
剣
・
名
刀

の
中
で
も
格
別
の
も
の
で
、
選
択
に
は
深
い
意
味
合
い
を
含
ん
で
お
り
、
慶
勝

が
い
か
に
両
者
を
取
り
持
つ
事
に
心
血
を
注
い
で
い
た
か
が
伺
わ
れ
る（

（1
（

。
こ
の

よ
う
な
時
勢
の
中
、
島
津
正
宗
が
和
宮
降
嫁
に
か
か
わ
る
献
上
品
と
し
て
選
ば

れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
重
要
性
は
他
に
比
類
が
な
い
。
将
軍
家
の
資
料
と

し
て
、
こ
の
時
期
に
合
致
す
る
の
は
『
続
徳
川
実
紀
』
の
『
昭
徳
院
殿
御
実
紀
』

で
あ
る
が
、
直
接
的
に
島
津
正
宗
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。
関
連
を
匂
わ
せ
る

記
述
と
し
て
は
、
朝
廷
か
ら
降
嫁
の
内
諾
を
得
た
後
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

十
二
月
二
十
八
日
の
記
事（

（1
（

に
「
廿
八
日　

歳
暮
朝
會
（
中
略
）
一　

巻
物
三
づ
ゝ

　

御
腰
物
奉
行　

間
宮
新
左
衛
門　

京
都
江　

御
進
獻
之
御
太
刀
御
拵
之
儀

取
扱
候
二
付
被
下
之
。」
と
あ
る
が
、
こ
の
御
太
刀
が
島
津
正
宗
か
ど
う
か
は

記
述
が
無
い
。
朝
廷
へ
の
刀
剣
の
献
上
は
名
物
「
岡
山
藤
四
郎
」
の
事
案
で
も

わ
か
る
と
お
り
、
献
上
後
に
朝
廷
側
が
拵
え
を
製
作
す
る
の
が
当
時
の
習
わ
し

だ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
島
津
正
宗
だ
け
で
は
な
く
「
御
太
刀
拵
料
」
と
し
て
千

両
も
の
大
金
を
添
え
た
と
す
る
点
に
一
種
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
る（

（1
（

。

　

次
い
で
『
刀
劔
名
物
牒　

全
』
で
の
島
津
正
宗
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ

の
書
は
「
Ⅲ
類
」
に
属
す
る
刊
本
で
、
茶
僧
で
あ
っ
た
星
野
求
與
（
生
没
年
不

詳
）
が
本
阿
弥
正
三
郎
所
蔵
の
「
Ⅱ
類
」
写
本
を
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
四

月
に
書
き
写
し
た
も
の
を
底
本
に
、
今
村
長
賀
（
一
八
三
七
～
一
九
一
〇
）
が

手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
島
津
正
宗
を
本
文
中
の
三
作
の
部
と
、
追
記
の
部

の
両
方
に
取
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、
同
じ
刀
を
二
度
載
せ
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
文
中
で
『
享
保
名
物
帳
』
の
記
載
内
容
に
加
え
て
「
本

阿
彌
長
識
云
ふ
御
同
家
よ
り
以
前
舊
幕
府
へ
獻
上
に
な
り
し
由
」
と
の
由
来
を

追
加
し
て
い
る
。
大
名
家
間
で
の
贈
答
だ
け
で
な
く
、
本
阿
弥
家
を
通
し
た
刀

剣
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
来
歴
解
明
の
手
掛
か
り
に

な
り
そ
う
で
あ
る
。
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四
、『
継
平
押
形
』
と
の
比
較

　

前
項
で
『
享
保
名
物
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
も
と
に
、
島
津
正
宗

と
Ｅ
甲
3
4
4
が
刃
長
と
刀
身
表
裏
の
棒
樋
の
点
で
一
致
し
て
い
る
と
確
認
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
か
所
の
法
量
と
樋
の
有
無
だ
け
で
は
こ
の
二
者
を
同

一
の
物
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
刀
身

の
姿
や
刃
文
、
銘
を
記
録
し
た
押
形
の
存
在
で
あ
る
。
幸
い
に
も
島
津
正
宗
に

は
外
観
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
押
形
資
料
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
が
下
坂
派
の
刀
工
・
近
江
守
継
平
が
採
拓
し
た
『
継
平
押
形
』
で
あ
る
。

　

近
江
守
継
平
は
本
名
を
藤
田
与
右
衛
門
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う
。
父
で
あ

る
藤
田
与
兵
衛
が
越
前
下
坂
派
の
刀
工
・
康
継
の
門
人
と
な
り
、
初
代
・
近
江

守
継
平
を
名
乗
っ
た
た
め
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
与
右
衛
門
は
二
代
目
継
平
を
襲

名
し
、
江
戸
の
神
田
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
康
継
を
筆
頭
と
す
る
越
前

下
坂
派
は
江
戸
開
府
後
は
徳
川
家
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
た
め
、
江
戸
に
も
活

動
拠
点
を
持
ち
、
他
の
刀
工
達
と
比
べ
て
江
戸
城
に
あ
る
将
軍
家
所
蔵
の
刀
剣

類
を
拝
観
す
る
機
会
を
得
易
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
継
平
も
徳
川
吉
宗
に
蔵
刀

見
学
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
許
可
さ
れ
、
さ
ら
に
刀
の
図
を
書
く
こ
と
ま
で
許
さ

れ
た
た
め
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
巻
物
十
巻
を
二
部
書
写
し
て
、
一
つ

を
吉
宗
に
献
上
し
、
い
ま
一
つ
を
自
分
の
た
め
の
覚
え
と
し
た
。
幸
い
な
こ
と

に
『
享
保
名
物
帳
』
の
編
纂
に
先
立
つ
こ
の
図
巻
に
島
津
正
宗
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。『
継
平
押
形
』
は
写
本
と
転
写
本
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
ず
つ
現
存
お
り
、

写
本
が
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
蔵
の
「
御
物
刀
劔
図
繪
」（
以
降
日
刀
保
本
）

（
挿
図
4
）
で
、
転
写
本
が
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
羽
澤
文
庫
よ
り
刊
行
さ

れ
た
『
継
平
押
形　

全　

附
本
阿
弥
光
徳
同
光
温
押
形
集
』（
以
降
羽
澤
本
）

（
挿
図
5
）
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
巻
物
十
巻
分
の
作
品
全
て
が
収
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
所
載
さ
れ
た
作
品
数
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
差
異
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
継
平
が
書
写
し
た
刀
図
絵
か
ら
の
直
接
の
写
し
で
は
な
く
、
数

度
の
写
本
を
経
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
便
宜
的
に
「
押
形
」
と
呼
ん
で

い
る
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
乾
拓
式
の
拓
本
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
描
画
に

よ
る
絵
図
で
あ
る
た
め
、
厳
密
な
外
形
や
反
り
、
刀
身
各
部
の
バ
ラ
ン
ス
が
記

録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
か
に
他
の
工
人
と
比
べ
て
優
遇
さ
れ
て
い

た
と
は
い
え
、
江
戸
城
内
で
の
刀
剣
見
学
に
は
多
く
の
制
約
が
あ
っ
た
の
は
間

違
い
な
く
、
記
憶
に
頼
っ
て
の
ち
に
書
き
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る（

（1
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
刀
工
で
あ
る
継
平
に
と
っ
て
は
刃
文
が
最
大
の
関
心
事
だ
っ

た
と
見
え
、
刃
文
の
再
現
度
は
極
め
て
高
い
。
こ
の
二
者
を
対
比
し
、
共
通

す
る
部
分
を
Ｅ
甲
3
4
4
の
刃
文
と
比
較
す
る
こ
と
で
よ
り
正
確
な
島
津
正

宗
の
実
像
に
迫
れ
る
と
考
え
る
。
次
ペ
ー
ジ
に
Ｅ
甲
3
4
4
の
写
真
と
押
形（

（1
（

、

日
刀
保
本
と
羽
澤
本
の
対
応
す
る
部
分
拡
大
を
ま
と
め
た
の
で
、
通
常
の
刃
文

の
見
方
と
は
逆
だ
が
鋒
か
ら
元
へ
順
を
追
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
鋩
子
で
あ
る
。
島
津
正
宗
の
差
裏
の
鋩
子
は
地
蔵
風
で
非
常
に
特

徴
的
で
あ
る
。
こ
の
横
手
下
で
乱
れ
込
ん
で
、
一
度
尖
っ
て
か
ら
棟
側
に
入

り
、
ま
た
少
し
刃
側
に
盛
り
上
が
っ
て
再
度
入
り
込
ん
で
地
蔵
風
と
な
っ
た

後
、
尖
り
ご
こ
ろ
に
突
き
上
げ
返
る
様
が
日
刀
保
本
、
羽
澤
本
と
も
に
非
常
に

よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
日
刀
保
本
は
墨
の
濃
淡
だ
け
で
匂
口
を
描
画
し
て
い

る
た
め
、
全
体
的
に
や
や
単
調
に
見
え
る
が
、
特
徴
的
な
部
分
は
捉
え
ら
れ
て

お
り
、
刃
文
の
変
化
を
比
較
す
る
上
で
不
足
は
な
い
。
ま
た
、
羽
澤
本
は
近
代

に
転
写
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
荒
錵
の
表
現
や
砂
流
し
金
筋
と
い
っ
た
部
分
の

描
写
に
も
心
を
砕
い
て
い
る
。
続
い
て
刃
文
の
流
れ
を
上
か
ら
下
へ
見
て
い
く

と
、
物
打
ち
上
部
の
ほ
つ
れ
て
二
重
刃
風
に
な
る
部
分
も
両
者
忠
実
に
再
現
し
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て
お
り
、
実
際
の
刃
文
と
合
致
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
、
食
違
い
状
に
金
筋
が

被
さ
っ
て
ム
ラ
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
日
刀
保
本
で
は
葉
の
様
な
表
現
を
描
く

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
羽
澤
本
で
は
刃
縁
に
錵
の
表
現
を
交
え
て
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
物
打
ち
中
程
か
ら
下
の
激
し
く
乱
れ
る
部
分
は
鋩
子
と
同
様
に
あ
ま

り
に
も
特
徴
的
で
、
Ｅ
甲
3
4
4
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
。
砂
流
し
が

か
り
、
金
筋
の
入
っ
た
刃
が
や
は
り
こ
こ
で
も
食
違
い
状
に
な
る
。
一
度
小
さ

く
持
ち
上
が
っ
た
後
、
葉
や
足
を
入
れ
な
が
ら
刃
側
に
向
か
っ
て
焼
き
を
低
く

し
、
そ
の
ま
ま
下
方
の
刃
の
下
に
潜
り
込
む
よ
う
に
し
て
繋
が
る
。
こ
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
刃
中
の
働
き
を
日
刀
保
本
、
羽
澤
本
の
書
写
者
も
見
逃
す
こ
と
な

く
忠
実
に
書
き
写
し
て
し
て
お
り
、
的
確
に
特
徴
を
と
ら
え
て
い
た
継
平
の
鑑

識
眼
の
確
か
さ
を
伺
わ
せ
る
。
Ｅ
甲
3
4
4
特
有
の
こ
の
刃
文
展
開
は
他
の

作
品
と
紛
れ
よ
う
が
な
い
。
最
後
に
、
焼
き
幅
が
徐
々
に
狭
く
な
り
刀
身
半
ば

の
比
較
的
穏
や
か
な
部
分
に
差
し
掛
か
る
直
前
、
一
瞬
強
く
盛
上
が
り
、
地
に

ま
で
焼
き
が
は
み
出
る
雰
囲
気
を
余
す
こ
と
な
く
捉
え
て
い
る
点
に
も
注
目
し

た
い
。
以
上
、
紙
数
の
関
係
か
ら
刀
身
全
体
の
四
分
の
一
程
で
は
あ
る
が
、
Ｅ

甲
3
4
4
と
日
刀
保
本
・
羽
澤
本
の
島
津
正
宗
の
刃
文
展
開
を
詳
細
に
比
較

し
た
。
実
際
の
作
業
を
行
う
ま
で
は
、
比
較
対
象
と
し
た
『
継
平
押
形
』
が
継

平
の
手
に
よ
る
原
本
で
な
い
点
を
危
惧
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
し
手
が

真
摯
に
押
形
と
向
い
合
っ
た
結
果
か
、
想
像
以
上
に
刃
文
の
特
徴
を
捉
え
、
要

所
を
的
確
に
押
さ
え
て
い
る
こ
と
に
驚
愕
し
た
。
指
紋
と
同
じ
く
、
刀
剣
の
刃

文
は
ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な
く
、
一
つ
一
つ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
今
回
の
比
較
作
業
に
お
い
て
、
Ｅ
甲
3
4
4

の
刃
文
と
『
継
平
押
形
』
に
描
か
れ
た
島
津
正
宗
の
刃
文
が
多
く
の
特
徴
的
な

点
で
一
致
し
た
結
果
は
す
な
わ
ち
、
Ｅ
甲
3
4
4
が
名
物
「
島
津
正
宗
」
で

あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
言
え
る
。

結
論

　

造
込
・
地
鉄
・
刃
文
の
各
構
造
に
十
四
世
前
半
の
時
代
性
が
あ
り
、
正
宗
様

式
が
認
め
ら
れ
る
点
。『
享
保
名
物
帳
』
十
一
件
に
記
載
さ
れ
た
法
量
、
お
よ

び
樋
の
有
無
と
の
事
実
関
係
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
点
。『
継
平
押
形
』
の
写

本
一
件
・
転
写
本
一
件
に
描
か
れ
た
刃
文
構
成
と
一
致
が
認
め
ら
れ
る
点
。
以

上
三
点
の
調
査
結
果
を
以
て
、Ｅ
甲
3
4
4
は
所
伝
の
と
お
り『
享
保
名
物
帳
』

記
載
の
名
物
「
島
津
正
宗
」
で
あ
る
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
と
結
論
す
る
。

　
『
享
保
名
物
帳
』
所
載
の
名
物
刀
剣
、
し
か
も
状
態
・
作
行
が
極
め
て
良
好

で
、
長
寸
の
正
宗
の
作
品
が
今
世
紀
に
な
っ
て
再
発
見
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は

極
め
て
意
義
深
い
。
今
後
は
宮
中
・
公
家
・
武
家
な
ど
当
時
の
文
献
資
料
を
調

査
研
究
し
、
い
ま
だ
不
明
瞭
な
部
分
の
多
い
近
世
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
Ｅ

甲
3
4
4
の
伝
来
関
係
を
詳
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
、

高
瀬
氏
の
言
及
す
る
和
宮
降
嫁
に
関
係
す
る
贈
答
関
係
の
事
実
は
、
日
本
の
開

国
と
近
代
化
の
歴
史
を
語
る
上
で
一
つ
の
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
Ｅ
甲

3
4
4
が
歴
史
上
で
果
た
し
た
大
き
な
役
割
と
言
え
る
た
め
、
今
後
研
究
の

進
捗
が
あ
っ
た
暁
に
は
機
会
を
設
け
て
報
告
し
た
い
。

〈
註
〉1	

寄
贈
時
に
は
刀
身
の
ほ
か
に
、
金
着
の
銅
二
重
鎺
と
、
本
阿
彌
日
洲
（
猛
夫
）
氏

に
よ
る
鞘
書
（「
名
物
島
津
正
宗
」「
與
傳
申
候
享
保
名
物
牒
曰
大
磨
無
銘
金
貮
百

枚
／
松
平
加
賀
守
ヨ
リ
将
軍
家
ニ
献
上　

継
平
押
形
所
載
」「
長
サ
貮
尺
貮
寸
七

分
有
之
」「
昭
和
甲

（
一
九
六
四
）
辰
歳
五
月
上
浣
誌
之
本
阿
彌
日
洲
（
花
押
）」）
を
伴
っ
た
白

鞘
が
附
属
し
て
い
た
。
な
お
、
寄
贈
後
に
は
本
阿
彌
光
洲
（
道
弘
）
氏
に
よ
る
研

磨
と
白
鞘
の
新
調
が
行
わ
れ
た
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2	

本
阿
彌
家
に
研
磨
の
記
録
が
な
い
た
め
、
こ
の
時
は
鑑
定
と
鞘
書
の
み
行
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

3	

辻
本
直
男
注
釈
『
図
説
刀
剣
名
物
帳
』
雄
山
閣
出
版　

一
九
七
〇
年

	

Ｅ
甲
3
4
4
の
乾
拓
押
形
を
採
拓
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
本
文
解
説
中
で
辻
本

氏
は
「
茎
は
大
磨
上
げ
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
焼
出
は
生
ぶ
の
姿
で

あ
る
。」「（
地
に
）
ざ
ん
ぐ
り
風
の
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
言
外
に
Ｅ
甲
3
4
4
が

堀
川
派
あ
た
り
の
新
刀
期
の
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
見
解
は
前
述
し
た
と
お
り
、
磨
上
げ
の
関
係
で
刃
区
近
く
の
直
ぐ
焼

出
に
見
え
る
部
分
を
過
大
に
捉
え
た
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
ざ
ん
ぐ
り
風
に
見

え
る
の
は
当
時
か
ら
し
て
既
に
古
研
ぎ
の
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
肌
の
風
合
い
が

荒
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
辻
本
氏
に
よ
っ
て
採
拓
さ
れ
た
押
形
も
鉛
筆
画

に
よ
る
こ
と
か
ら
、
匂
口
が
必
要
以
上
に
強
調
さ
れ
、
互
の
目
が
す
べ
て
尖
り
互

の
目
に
見
え
て
い
る
た
め
、
正
宗
特
有
の
錵
の
妙
味
が
伝
わ
ら
な
い
。
出
版
が
昭

和
四
十
五
年
と
、
Ｅ
甲
3
4
4
が
銃
砲
刀
剣
類
登
録
の
た
め
に
一
部
の
人
間
の

前
に
姿
を
現
し
た
翌
年
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
辻
本
氏
の
見
解
と
同
様
の
記
録
が

Ｅ
甲
3
4
4
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
先
に
残
っ
て
い
る
た
め
、
登
録
審
査
時
に
辻

本
氏
が
何
ら
か
の
形
で
参
画
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

4	

渡
邉
妙
子
「
名
物
・
名
刀
の
銘
が
語
る
も
の
」
特
別
展
覧
会
図
録
『
名
物
刀
剣
―

宝
物
の
日
本
刀
―
』
公
益
財
団
法
人
佐
野
美
術
館
他
三
館　

二
〇
一
一
年

	

佐
藤
豊
三
「
日
本
の
伝
統
的
美
的
価
値
「
名
物
」
と
刀
剣
」
特
別
展
覧
会
図
録
『
名

物
刀
剣
―
宝
物
の
日
本
刀
―
』
公
益
財
団
法
人
佐
野
美
術
館
他
三
館　

二
〇
一
一
年

5	

元
禄
に
先
立
つ
島
津
家
か
ら
将
軍
家
へ
の
正
宗
献
上
の
記
録
と
し
て
『
大
猷
院
殿

御
実
紀
』
に
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
島
津
光
久
（
一
六
一
六
～
一
六
九
五
）

が
父
島
津
家
久
（
忠
恒
）（
一
五
七
六
～
一
六
三
八
）
遺
愛
の
正
宗
を
献
上
し
て

い
る
記
事
が
見
え
る
。

6	

黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
四
十
三
巻　

徳
川
実
紀
第
六
篇
』
吉
川
弘
文

館　

一
九
三
一
年　

二
九
二
頁

7	

黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
四
十
三
巻　

徳
川
実
紀
第
六
篇
』
吉
川
弘
文

館　

一
九
三
一
年　

四
七
二
頁

8	

「
前
田
御
家
雑
録
」（
前
田
育
徳
会
『
加
賀
藩
史
料　

第
五
編
』
清
文
堂
出
版　

一

九
七
〇
年　

五
七
八
頁
）
に
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

9	

黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
四
十
五
巻　

徳
川
実
紀
第
八
篇
』
吉
川
弘
文

館　

一
九
三
三
年　

三
一
二
頁

10	

高
瀬
隠
史
（
羽
皐
）『
詳
注　

刀
劔
名
物
帖　

附
名
物
刀
劔
押
形
』
金
港
堂
書
籍

　

一
九
一
三
年

11	

中
央
刀
剱
會
本
部
編
『
刀
劔
名
物
牒　

全
』
中
央
刀
剱
會
本
部　

一
九
二
六
年

12	

四
辻
秀
紀
「
尾
張
徳
川
家
の
名
宝
―
里
帰
り
の
名
品
・
優
品
を
め
ぐ
っ
て
―
」
特

別
展
覧
会
図
録
『
尾
張
徳
川
家
の
名
宝
―
里
帰
り
の
名
品
・
優
品
を
め
ぐ
っ
て

―
』
徳
川
美
術
館　

二
〇
一
〇
年

	

酒
井
元
樹
「
名
物
「
岡
山
藤
四
郎
」
に
つ
い
て
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
東
京
国
立
博

物
館
研
究
誌
』
第
六
四
三
号　

東
京
国
立
博
物
館　

二
〇
一
三
年

13	

黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
五
十
巻　

続
徳
川
実
紀
第
三
篇
』
吉
川
弘
文

館　

一
九
三
五
年　

八
五
〇
頁

14	

福
永
酔
剣
（
勝
美
）『
日
本
刀
大
百
科
事
典
』
雄
山
閣
出
版　

一
九
九
三
年
と
福

永
酔
剣
（
勝
美
）『
皇
室
・
将
軍
家
・
大
名
家
刀
剣
目
録
』
雄
山
閣
出
版　

一
九

九
七
年
に
お
い
て
、
高
瀬
氏
の
和
宮
降
嫁
時
の
献
上
説
を
と
り
あ
げ
て
「
明
治
二

年
調
べ
の
『
徳
川
将
軍
家
御
腰
物
台
帳
』
に
、
な
お
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
献

上
は
誤
解
と
み
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
筆
者
が
明

治
二
年
調
べ
の
将
軍
家
腰
物
台
帳
で
あ
る
『
御
腰
物
元
帳
』（
佐
野
美
術
館
蔵
）

と
、
関
連
資
料
と
し
て
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
蔵
の
『
御
腰
物
出
帳
』『
御
差

御
道
具
元
帳
』
を
調
査
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
島
津
正
宗
が
明
治
二
年
の

段
階
で
徳
川
将
軍
家
に
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
記
載
が
無
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ

ら
に
言
及
す
る
と
、『
皇
室
・
将
軍
家
・
大
名
家
刀
剣
目
録
』
の
内
容
は
途
中
ま

で
は
佐
野
美
術
館
本
と
一
致
し
て
い
る
が
、
途
中
か
ら
全
く
別
の
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
福
永
氏
が
底
本
と
し
た
『
御
腰
物
台

（
マ
マ
）帳
』『
御
腰
物
出
帳
』『
御
差
御
道

具
元
帳
』
が
筆
者
の
確
認
し
た
も
の
と
は
異
な
る
資
料
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る

が
、
台
帳
と
し
て
の
性
質
上
、
同
じ
明
治
二
年
の
検
め
で
内
容
の
違
う
台
帳
を
作

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
同
様
の
錯
誤
が
『
日
本
刀
大
百
科
事
典
』
の
島
津
正
宗

の
由
来
に
も
あ
り
「
も
と
薩
州
の
島
津
家
所
蔵
。
同
家
よ
り
徳
川
家
康
へ
献
上
」

と
あ
る
。
引
用
元
は
片
桐
且
元
（
一
五
五
六
～
一
六
一
五
）
が
ま
と
め
た
「
豊
臣

家
御
腰
物
帳
」
で
あ
る
。
名
物
銘
の
「
島
津
」
の
由
来
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
こ

の
説
が
正
し
け
れ
ば
命
名
の
由
来
を
解
明
す
る
大
き
な
助
け
と
な
る
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
の「
豊
臣
家
御
腰
物
帳
」写
本（
大

島
文
庫
）
に
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
一
切
存
在
し
な
か
っ
た
。
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福
永
氏
の
こ
の
著
作
に
つ
い
て
は
検
証
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

15	

一
例
を
挙
げ
る
と
名
物
「
中
務
正
宗
」
の
金
象
嵌
銘
が
そ
れ
で
あ
る
。
現
存

す
る
国
宝
「
刀 

金
象
嵌
銘 

本
多
中
務
所
持
／
正
宗 

本
阿
（
花
押
）」（
文
化

庁
蔵
）の
金
象
嵌
銘
と
は
銘
文
の
内
容
と
茎
の
表
裏
が
異
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

『
継
平
押
形
』
は
刀
身
や
茎
の
表
裏
全
て
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
刀

を
描
く
時
は
差
表
の
茎
を
、
太
刀
を
描
く
時
は
差
裏
の
茎
を
掲
載
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外
形
を
あ
ら
か
じ
め
白
描
し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が

存
在
し
、
そ
こ
に
刃
文
を
書
き
込
む
こ
と
で
調
査
時
間
の
短
縮
を
図
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
時
折
茎
の
表
裏
を
取
り
違
え
る
現
象
が
起
き

て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
の
が
中
務
正
宗
の
他
、
島
津
正
宗
と
重
要
文
化
財

「
刀　

無
銘
貞
宗
（
名
物
亀
甲
貞
宗
）」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
、
両
者
と

も
差
表
の
茎
に
本
来
差
裏
に
あ
る
べ
き
棒
樋
（
挿
図
6
）
や
亀
甲
文
様
と
棒
樋

（
挿
図
7
）
を
描
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。

16	

Ｅ
甲
3
4
4
の
押
形
は
京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
・
稲
田
和
彦
氏
の
監
修

の
も
と
鳥
居
賢
太
郎
氏
が
採
拓
し
た
。

	

ま
た
、
Ｅ
甲
3
4
4
の
写
真
に
つ
い
て
は
京
都
国
立
博
物
館
・
岡
田
愛
が
、

比
較
図
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
同
じ
く
片
山
静
が
行
っ
た
。

図
版
・
挿
図
の
出
展

・
図
3　

挿
図
1
・
6

　

京
都
国
立
博
物
館

・
挿
図
2
～
4

　

�

刀
剣
博
物
館
（
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
）
所
蔵
資
料
を
筆
者
撮
影

に
よ
る
。

・
挿
図
5
～
7

　
『
継
平
押
形　

全　

附
本
阿
弥
光
徳
同
光
温
押
形
集
』
よ
り
転
載

・
挿
図
7

　

東
京
国
立
博
物
館

〈
謝
辞
〉

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
御
指
導
、
御
助
言
、
ま
た
極
め
て
貴
重
な
所
蔵
作
品
・
資
料
の

調
査
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
多
大
な
る
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た

し
ま
す
。

挿図 1 　�島津正宗
　　　　旧白鞘

挿図 2 　�「古刀名物録 全」（犬養毅旧蔵本）
　　　　�（刀剣博物館（公益財団法人日本美術刀剣

保存協会）蔵）

挿図 3 　�犬養毅旧蔵本
　　　　島津正宗の項目
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挿図 7 　表裏反転した羽澤本の亀甲貞宗の茎 挿図 6 　表裏反転した羽澤本の島津正宗の茎

挿図 4 　�「御物刀劔図繪」（刀剣博物館（公益財団法人日本美術刀
剣保存協会）蔵）の島津正宗

挿図 5 　‌�『継平押形』（羽澤文庫本からの転載）
の島津正宗
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